







添 う措置などについて審議 して,そ れぞれの政府に勧告













れ,又,英,仏,オ ーストラリア,ニ ュージーラン ド,
ノールウェー,アルゼンチン,チ リなど南極に領土権 を






























イギ リス等は探査 ・開発に積極的であり.ソ連,チ リ,
アルゼンチンは反対,又 は消極的態度を取った.・次のロ
ン ドン.会議 までに何 らかの歩みよりの道を開いて.解決















6月27日(|.D,あま りの 暑 さに,デIJ－ に で も来 たか
と思 うパ リー で あ っ た.大 使館 が 予 約 して くれ た 宿は4
つ星 とい うか らそ れ まで の我 慢 とは,キ 花 の パ リーミ を
知 らぬ 百姓 の悲 し さ.薄 汚 い小 部 室 を 占領 す る馬 鹿 でか
い ダブ ル ベ ッ ドと立 派 な ビデは さす が と妙 に 感 心 した も
の の,扇 風 機 す ら な い サ ン トノ ー レホ テ ルで あ っ た.吹
き出 る汗,生 ぬ る い ビール を ラ ッパの み しな が ら,裸 で
窓 か ら僅 に 入 る熱 風 に あ た っ てい る と,丁 度 寝 お きだ っ
たの か 胸 も露 わ に 寝 乱 れ た 美 女 が,や りきれ な い この 暑
さ と大 袈 裟 な 仕 草 を サ ン トノ ー レ通 り越 しに 向 い の 窓 か
ら送 って 来 た.予 定 され て い た 代 表 団 の 初 打 ち 合 せ も,
この 暑 さで は あ った もの で は な い との 旧知 の 平 岡 首席 代
表 の 提 案 に よ り昼 食 の 後 は,ク レベ ー ル の外 務 省 の 国際
会 議 場 で 登 録 して 解散 とな っ た.
翌28日10時か ら,7月10日17時 ま で,日 曜 日 を除 き土
曜 日 も午 後 ま で,時 に は21時 開 会23時30分 閉 会 とこ れ
が フ ラ ン スが 主 催 す る会 議 か と認 識 を改 め さ せ る よ うな
ス ケ ジ ュー ル で,会 議 は ベ トナ ム会 談 で有 名 な国 際 会 議
場 で ビ ッ シ リ2週 間 に わ た り開 催 さ れ た.警 備 が厳 重 な
会 議 場 では,登 録 カ ー ドの写 真 と首 実 験 は も ち ろん,カ
バ ンに も磁 気 探 知 機 を 当 られ る し,フ ラ ン スに は お 巡 り
さん が こん な に い るぞ と ばか り,警 備 の人 垣 を分 け て 会
場 に 入 る有 様 だ っ た,暑 さに は 全 く無 防 備 な パ リー で あ
るが,儀 典 官 は 黒 の フ ロ ック コー トに大 きな 金 メ ダル を
金 鎖 で 首 か らぶ ら下 げ,暑 さが ど う した とい った い か め
しい 顔 つ きで,会 議 場 の 世 話 に 当 っ て い た.
B.　DESTREMAUフ ラ ンス 政 府外 務 大 臣 に よ り開 会
が 宣 せ られ た 後,　S.　HESSELフ ラ ン ス首 席 代 表 を議 長
に選 出 し,各 国 代 表演 説 に入 っ た.UNESCO会 議 の
た め 出席 で き な か った平 岡代 表 の ピ ンチ ヒ ッタ ーに 私 が
立 っ た.そ の 要 旨は,第1に 現 行 の 南極 条 約 の もとに お
い て も,全 締 約 国 の合 意 を条 件 に,条 約 の規 定 の 範 囲 内
で行 う資 源 の探 査 ・開 発 は 禁 止 され てい な い と理 解 して
い る こ と,第2に,南 極 の よ うな生 態 的 に 脆 弱 な 地 域 で
は,探 査 ・開 発 活動 が 環 境 に 及 ぼ す影響 に つ い て の 科 学
的 調 査 が 急 務 で あ り,併 わせ て 鉱 物 資 源 が 経 済 的,技 術
的 に 開 発 で き るか ど うか 確 認 され て い な い こ とか ら,一
定 期 間 は モ ラ ト リウ ム とす る こ と.第3に,鉱 物 資 源 の
探 査 ・開 発 の た め の 国 際的 レジー ム とか規 制 措 置 に つ い
て,現 段 階 で 検討 す る こ とは時 期 尚早 で あ る こ と.第4
に,新 海 洋法 の動 き に注 意 し,南 緯60°以 南 の 海 底 区 域
に,そ の レジ ー ム が及 ばな い よ う,南 極 条 約 協 議 国 が 一
致 して努 力 す ぺ き こ と等 で あ っ た.
つ づ い て,作 業.部会 と して 次 の2つ が 置 か れ た.第1
部会(The　Working　Group　on　Scientific,　Ecological,
Technical　nd　Economic　Aspects)議長 には,ア ル ゼ ン




























査 ・開発が開始 されることを見通 して,南極条約による
レジームをお墨付'きとして,一部の領土請求権国は,そ
の国内法により何らかの動きを起こしたいもの の よ う
だ.一 方,ソ連と主張を同 じくする日本の態度を見た所
































は 日一日と昼間が長 くなってい くが,南 極は今が一番寒
い時期である.昭 和基地の南東約300㎞の南極大陸氷床
上にあるみずほ観測拠点で越冬中の4名 の隊員からは,
7月27日に約2か 月ぶ りに太陽を見て ミ気分 うるわし
























タが同時間に記録 さ れ た.続 いてISIS1号 も高度
2400kmの上空を通過 しこの受信にも成功,第17次越冬隊
員の一致協力 した努力が実 り,南極での世界で初めての


















定,テ レメ トリーによる人工衛星観測等を柱 とする超高
層観測をは じめ,定 常観測のほか気象,雪 氷,生物,地
球化学,医 学,地 理等多 くの観測研究を行うこと.





極 地 研 ニ ュ ー ス
第18次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊
部 門 氏 名 生 年 月 日 所 属
気 象1藤 沢 格
康 男
豊 雄


















〃 |福 沢 志 津 夫2も4.8
|
気象庁 札幌管区気象台(運輸技官)
電 離 層 西 山 昇`23.1L9 電波研究所 企画部(郵政事務官}・:












〃 吉 田 仁 士!21.5.2 国立極地 事業部(文部技官)(日産自 ㈱宇宙航空事業部)
〃




〃 岩 上 直 幹25.8.25 (東京大学理学部大学院) 国立極地研究所採用予定
〃 城 代 雅 夫 25.4.19 円音聾要綴波舗瓢隷棚1
〃 外 谷 健 26.6.10 気象庁 地磁気観測所(運輸技官}
〃
一
坂 本 純 一128.10.19 電波研究所 電波部(郵政技官)1




地 理 森 脇 喜 一119.3.25 広島大学文学部(文部教官 助手)i轟 誇 養゜羨量二醤裂轟i
医 学 小 川 克 弘 15.8.3 弘前大学医学部附属病院(文部教官 助手)!冬1
機 械 島 崎 芳 征 19.5.27 工業技術院機械技術研究所(通商産業技官):12次越冬1
〃 石 田 直 見 22.9.2 国立極地研究所 事業部(文部技官)(㈱小松製作所川崎工場).
〃 佐々木 秀 勝.23,42国 立極地研究所 事業部(文 部技官)`i(い すず日 車㈱川崎工場)1
〃 金 子 誠 一 「26.425
.国立極地研 事業部(文 部技官)i
(㈱大原 製造部)
通 信 目 黒 時 雄ila5.25 国立極地 事業部(文 部技官)1.(日本電信 公社 銚子無線電報局)
〃 小 賀 隆 28.6.17 国立極地研究所 事業部(文部技官)
調 理 古 川 正 三| 23.11.15 国立極地 事業部(文 部技官)(国際食品 日本橋営業所)
〃 富 田 瑞 穂i2&&4 国立極地研 事業部(文部技官)(㈱東条 調理部).




部 門 氏 名 生 年 月 日 所 属 備
[昭和 年 月 日
丁 「
海洋物理 今 西 孚 士119S2 海上保貯 水路部(海上保安官)i
!
海洋化学 小 田 勝 之 ㌦&臥23 海上保安庁水跡部(海上保安官)
ア ル ゼ ンチ ン隊
海洋生物 福 地 光 男 22.11.30国立極地研究所研究系(文部教官 助手) (交換 科 学 者)1975年11月～
1976年1月
地球化学 福 井 深 24.1.12 (清水市 環境部) 国立極地研究所に採用予定
4
㌧







設 営 一般 層
〃
名
鈴 木 盛 久
鴨 宮 幹 夫
鈴 木 敬
赤 平 満 彦
中 村 浩 二






















測の目的と意義,こ れまでの観測経過,観 測の現況 と体
制,昭 和基地の現況等の講義,午 後は体技を中心に,消
火訓練,ラ ッシング訓練等で汗を流 した,夜 は各部門ご
との部会に分かれて,オ ペ レーションズ ・リサーチを行
い,.又,最終日には活発でかつ総合的な討論が行われ,
極めて有意義な訓練であった.
このほか,超 高層部門では ロケット打ち上げのオペ レ
ーション訓練,地磁気部rllでは国土地理院鹿野山測地観







一 極地地理 学国際シ ンポジウムー
第23回 国 際 地 理 学 連 合 総 会　 (XXIII　International
Geographical　Congress)がモ ス ク ワで7月 下 旬 か ら8
月 上 旬 に か け て 開 か れ た.こ れ に 先 立 って ソ連 の 各地 で
30のシ ン ポ ジ ウ ム が開 か れ た.標 題 の シ ン ポ ジ ウ ム もそ
の ひ とつ で,正 式 に はSymposium　on　the　Geography
of　Polar　Countries　と呼 ば れ,レ ニ ン グ ラ ー ドに お い
て7月22口 か ら26口ま で開 催 され た.組 織 委 員 長 は レニ
ング ラー ドに あ る ソ連 北 極 南 極 研 究 所 長 兼 ソ連 地 理 学 会
副 会 長 の ト リ ョシ ニ コフ教 授,副 委 員 長は 同 研 究 所 の南
極 担 当 副 所長 コ ロ トケ ビ ッチ 博士 で あ っ た.会 場 は22,
23の両 日は北 極 南 極研 究所 の 面 す る フ オ ンタ ンカ運 河 を
は さん で,す ぐ前 に あ る 「人 民 友好 の 家 」,24日は エ クス





































極 地 研 ニ ュ ー ス
ら,昭和基地での観測を開始 した,以 後,毎 年のように
1～2名の研究者が越冬隊又は夏隊の隊員と して 参 加
し,今日に至っている.一方,日 本隊の手によるアメリ
カのマクマー ド基地を拠点 としたマクマー ド入江周辺や
ドライバ レーの調査も,1962年から実施 されてきた.こ
れらの調査は ドライバ レー掘削計画(DVDP)へ と引
き継がれ,大 きな成果をあげつつあることは周知のとお




















このシンポジウムで発表された論文は,当 研 究 所 の



















































　 　 viewed　from　rocket　altitudes,　by M,　Kodama
　 　 and　T.　Oguti.　 July　1976
　 Series　F (Logistics),　No. 2
　 Wind　electric　generator　NU-101　driven　by　axial.
　 　 flow　air・turbine　with　stator,　by　S.　Awano,　M.




　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 August　1976


























一 般 概 況
n照 時 間 も短 か くな り冬 ご も りの 準 備に 入 っ た.第1
期 み ずほ 観 測 隊 は 越 冬 観 測 の た め建 設作 業 を続 け て い た
が5月14日 予 定 の 作 業 を 終 了 し,越 冬 者4名 を残 し支援
隊4名 は20日無 事 昭 和 基 地 に帰 投 した,み ず ほ で は現 在
着 々と基 地 設 備 の 整 備 も進 み ほ とん どの 観 測 が 開 始 され
た.5月31[1には 太 陽 に お 別 れ の ソ フ トボ ール 大 会 を開
催 し6月19[・]～21日に}まミ ッ ドウ イ ン タ ーの 行 事 を行 っ
た.6月25日,02時40分,ロ ケ ッ トー 210JA20号機 を打
ち上 げ電 離 層 観 測 衛 星ISIS2号,1号 と,地 上2か











































通信では,5月 はみずほとの交信 を30回実施 し定時連
絡を20時30分とし,不能の場合は翌|」の15時に交信する












極 地 研 ニ ュ ー ス
1910年10月12日,南極 探 検 船,テ ラ ・ノ ヴ ァ号 は,オ
ー ス トラ リア の メル ボ ル ン港 に入 港 した.ス コ ッ ト隊 長
を待 っ て い た の は,ノ ー ル ウ ェー の探 検 家,ア ム ンゼ ン
か らの一 通 の 電 報 で あ っ た.
本 書 は,南 極 探 検 史 上 あ ま りに も有 名 な,ス コ ッ トと
ア ム ンゼ ンの極 点 到 達 の競 争 を 焦点 に,「 幻 の大 陸 」 と
呼 ばれ,長 い 間人 跡 未 踏 の地 で あ った 南 極 に,命 が け で
出掛 て行 っ た 人 々の行 動 を記 録 に即 しな が ら,少 年 ・少
女 向 きに 紹 介 して い る.
白瀬 探 検 隊 を乗 せ た 関 南 丸 と プ ラム号 の出 会 い も 印
象 的 だ,そ の頃.ロ ス棚 氷 の彼 方 では,ア ム ン ゼ ン と ス
コ ッ トが 自 らの運 命 を神 に 託 して,雪 と氷 の 世 界 をひ た
す ら歩 ん で い た.何 が彼 等 を極 地 へ と向 わせ て い る の だ
ろ うか.白 癩 隊 も前 進 した.「 極 の誘 いJに3つ の パ ー
テ ィーが 動 く.ス コ ッ ト隊 が 南 極 点 に 着 い た の は,ア ム
ン ゼ ン よ りも34日遅 れ た1912年1月17日で あ っ た.そ こ
で 彼 等 の 見 た もの は ….
極点からの帰路は刻々と迫る死の影との戦 い で あっ
た,暗 い不安におそわれながらも,彼等は希望を語 り,
岩石の資料を運び続けた.凍 える手で書きしるされた日






に向って生 きる現代の子ども達にも,多 くの共感 と感銘
を持って読み継がれて行 くにちがいない.






生活と南極観測の意味をといた 「オーロラ と 白い 地平
線」小口高著等の優れた作品がある.






































が,1時 間位潜 り続けた記録もある.深 さは300m位ま
で潜ることができる,
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